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『大阪大学留学生センター研究論集 多文化社会と留学生交流』第10号 (2006)

奨学金に関する動的割当部局選定基準の提案

1 はじめに

私費留学生に対する奨学金の選定基準には、主とし

て各部局及び本部でそれぞれ独自のものが過去に作成

され、それの遵守という形で運用されてきていること

が多い。通常大学として推薦者を出す場合でも、各部

局の基準に基づく推薦者が各部局で選考されて本部に

推薦され、そこでまた本部の基準に基づく推薦者が選

考されてきた。互いの基準に関する内容の整合性に関

してはあまり積極的な情報交換はなされていないのが

現状であろう。

ここでは、本部推薦において、各部局の推薦者を尊

重し事前に部局割当を行い該当部局からの推薦者をそ

のまま大学の推薦者として取り扱う方式について考え

る。この方式には、各部局は割当があった場合部局の

責任において推薦者を決定するだけでよい、という特

徴がある。この時最も重要となるのは、本部における

部局割当である。

本報告では、従来本部が割り当てていた方式をレ

ビューしてから、動的な割当部局選定基準の提案を行

い、その理論的な考察の後、架空のデータによる動的割

当のシミュレーションを示す。この方式の実装は Excel

を用いて簡単に行えるため、運用するのに特別なもの

は何も必要ないという利点を持つ。

2 従来の奨学金に関する割当部局選定基準

従来行われていた奨学金割当部局選定基準の概要は、
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各部局での学習奨rJJ費および奨学金の受給者数

を部局での私費留学生数で割った割合を使い、

部局の充足率を計算して、出来るだけ部局間で

充足率が均等になるようにしていく、

各部局での奨学金金額は、奨学金受給者が全期

間に渡ってもらえる奨学金の合計金額で計算し

て、出来るだけ部局間で合計金額が均等になる

ようにしていく、

というものであった。このような選定基準では、充足

率や合計金額などが奨学金部局実績としての資料には

なっても、部局選定における基準とするには計算が簡

単すぎて、単純化され過ぎている嫌いがある。これら

の選定基準の具体的な問題点は以下の通りである :

充足率が奨学金の種別に関係なく人数比だけに

なっているので、部局市J限付きの奨学金での充

足率や部局制限無しの奨学金での充足率といっ

た種類別の把握がなく、部局間の比較において

種別によるバイアスが生じやすい。

受給者における奨学金金額が奨学金受給全期間

での合計となっているため、年度ごとの動的な

変動を把握しにくく、例えば医学部のような長

期間に渡って高額な奨学金が得られやすい部局

があると、単純に奨学金合計金額だけによる他

部局との比較において金額によるバイアスがか

かり、受給状況の実態把握を難しくしてしまう。

要 旨

本稿では、私費留学生に対する奨学金の割当部局選定での動的な選定基準を提案する。部局における

奨学金期待金額という基準を用いて部局の順位が動的に決定される。簡単な例でのシミュレーション

もf・J加している。

【キーワード】奨学金、動的割当、部局選定基準、奨学金部局期待金額
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い)

(b)

*大
阪大学基礎工学部留学生相談室主任講師

―-99-―



(c)部局の選定基準が、先の充足率や合計金額から

行われることになるので部局間の同一基準によ

る比較が困難となり、
~選
定に関して特定部局の

意向及び担当者の勘や恣意的な操作が加わりや

すい。

この問題点に対し、出来るだけ客観的で統一された基

準によって部局選定が行われるための動的なシステム

を次節で提案する。

3 奨学金に関する動的割当部局選定基準

従来行われていた選定基準のの問題点を改善するた

めに以下の事項 :

(1)各部局の学習奨励費採用人数を対象人数から除外

(2)奨学金の種類を、無制限な奨学金と制限付きな

奨学金に分類

(3)当該年度で部局ごとに 2種類の奨学金の合計金

額を計算

(4)部局での当該年度期待金額を計算し、それに基

づく充足率を計算

を考慮した選定基準を考えることにする。そのために

記号を用意する。

奨学金の対象となる部局が全部で K部局あるとす

る。但し、Kは 自然数とする。部局 ん(1≦ ん≦K)

における私費留学生数を 品 とおき、当年次での学習

奨励費採択人数を Gん とする。その合計数をそれぞれ

S,Gとする :

S‐ Σ乱,
ん=1

κ

θ =Σ Gん・
た=1

また、前年度からの部局制限付き奨学金繰越分におけ

る部局 んでの選定人数と合計金額をそれぞれギ庫(0)、

■年(0)と しヽ制限なしの奨学金のものをそれぞれ

圧た(0)、 νKO)と する。以下部局制限付き奨学金の記

号に関しては右肩に
*が付くものとする。

さて、今年度において合計 (Ⅳ
*+Ⅳ
)人分の奨学

金割当があるとし、そのプ番目の奨学金に関するデー

タを

(働 ,772J)(プ =1,…・,Ⅳ )

とする。但し、ら,島 は部局のインデックスを表すも

のとし、簡:,mtはその年度分における奨学金の金額

とする。また、音「局 たにおけるが ,η 件までの合計選

定人数と合計金額をそれぞれ

崎ぱ)=ΣχC=0,
J=1

40=Σ χ鮮=OmJ,
′=1        .    .

銑0)=Σズ衛=0,
J=1

埼し)=Σχ鋳=Om′
J=1

となる。但し、1≦ ぽ ≦ Ⅳ*、 1≦ 絶≦Ⅳ で、

χ(弓 〓た),χ (ら =た)はインデックス関数で 考,皓

の値が部局のインデックスたに一致するときのみ値 1

を持ち、それ以外では値 0を持つものとする。このと

き、全部局におけるη*や ηまでの合計を

K

Ⅳ*げ)=Σ崎げ),
た=1
κ

』イ*げ)=Σ l奪ぱ),
ん=1
κ

ⅣO)=Σ凡い),
ん=1
κ

MC)=Σ・4し )
ん=1

とおく。

制限付き奨学金のη*件までの受給期待金額は、受

給を受ける部局が制限されているので、受給を受けた

部局のみに注目して一人当たりの受給金額として

(A鷲 (0)+A鷲 (ぽ ))(l1/f*(0)十 ■イズぽ))I    
Ⅳ*(0)+Ⅳ *(ゲ )

で計算され、一方制限無し奨学金のη件までの受給期

待金額は、各部局の該当留学生数から学習奨励費の人(弓 ,η2J)(プ =1,…・,Ⅳ
*),
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数と制限付き奨学金受給者人数とを引いた人数を基礎   奨学金の η件までの受給充足率を 硫 (η)と おくとヽ

とし、各部局における一人当たりの受給金額として
Zた (2*)

(Sえ ―θλ―I憲 (0)一 ギ1(ぽ))(ν (0)+M(η ))
S― G― Ⅳ*(0)一 Ⅳ *(げ )

(Ⅳ
*(0)十 AP(ぽ ))(■年(0)+γ∬(ぽ ))

(ハ鷲(0)+A鷲 (総
*))(■ク(0)十 ルP(が ))'

鴫 (π )

で計算される。また、各充足率は受給金額を受給期待      (S― θ二Ⅳ*(0)-7V*(ぽ ))(■ 4た (0)+νKη ))
(Sん ― Gん ― A鷲 (0)一 A鷲 (η

*))げИ (0)+ル 頃η))
金額で割った比であるので、部局 たにおける制限付き

奨学金のη
*件までの受給充足率を Lた (ぽ )、 制限無し  である。ここまでを表にすると以下のようになる :

部局 λ 全部局合計

私費留学生数

学習奨励費人数

乱

Gん

Ｓ

　

Ｇ

奨学金対象者数 Sた 一σた S― θ

制限付き受給者人数繰越分

制限付き受給金額繰越分

ぽ 件分までの受給者数

が 件分までの受給金額

γι
* 件分までの受給期待金額

件分までの受給充足率η
*

ギ薄(0)

γ落(0)

,意 (0)+I意 (ぽ )(>0)
■年(0)+]奪 (ぽ )

A鷲 (0)十 A鷲←デ)
(」
1/f*(0)+M*し*))

AP(0)十 Ⅳ *(が )

Lん (η
*)

Ⅳ
　
ν

Ⅳ*(0)

M*(0)

(0)十 Ⅳ
'

(0)十 ν

(0)十 ■
/f

０

０
　
　
０

制限無し奨学金対象者数 乱―Gん ―崎 (0)一 意ヽ(ぽ ) S― θ =Ar*(0)一 Ⅳ*(ぽ )

制限無し受給者人数繰越分

制限無し受給金額繰越分

η件分までの受給者数

n件分までの受給金額

電件分までの受給期待金額

η件分までの受給充足率

Ⅳん(0)

■4(0)

=た
(0)十 Ⅳた(2)

■4【0)十 ●た(η )

Sた 一 Gん 二 A鷲 (0)一 A鷲 (η 2(1ィ
(0)+1/f(η ))S― σ一A卜 (0)一 Ⅳ

*(ぽ
)

鴫 (2)

Ⅳ (0)

MO)
Ⅳ (0)+Ⅳ 192)

A/1(0)+A/1(η
)

M(0)+■/f(η )
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別の見方をすると、制限付き奨学金に関しては、各

部局での受給者 1人当たりの受給金額 (受給者 0人の

部局を除く)を受給を受けた全部局での受給者 1人当

たりの受給金額で割った比

注意すべき点は、各部局で制限無し奨学金の基礎と

なる人数は、既に制限無し奨学金を受給している人数

ではないということである。当然制限付き奨学金の受

給者数が増えれば、制限無し奨学金の基礎となる人数

も減っていくが、制限無し奨学金の受給者数が増えて

も受給金額は増えても基礎となる人数に変更はないの

である。

4奨 学金に関する動的害J当部局選定基準のシミュ

レーシヨン

ここでは、架空のデータを用いて、奨学金に関する

動的割当部局選定基準のシミュレーションを行う。

該当部局はAからDまでの 4部局とし、部局 Cに

は制限付き奨学金は全くない状況であるとする。年度

初めの段階で以下のような状況であったとする。

Lん (電
*)= (1(]:)|:ギ∫:Fサ )
(           )

になっているが、一方制限無し奨学金に関しては、各

部局での制限無し奨学金対象者 1人当たりの受給金額

を全部局での制限無し奨学金対象者 1人当たりの受給

金額で割った比

鴫 (n)=

になっている。

14(0)+■ 4(η )

]/1(0)+ユ /f(η
)

乱―Gん ―ⅣI(0)一 ギ意(ゲ )

S― G― Ⅳ*(0)一 Ⅳ *(η *)

単純人数充足率 (%) 28.0    28.0    30.0     35.0 1  303

部局 A 部局B 部局 C 部局D 合計

私費留学生数

学習奨励費採用人数

全奨学金選定対象人数

100      50      30      20

13       8       4       2

87      42      26      18

200

27

173

制限付き奨学金採用人数

制限付き奨学金採用金額 (千円)

制限付き奨学金期待金額 (千円)

金額充足率 (%)

5302

3600    2520       0    1200

3660    2196       0    1464

98.4   114.8     0.0     82.0

10

7320

7320

制限付き順位 132

制限無し奨学金対象人数

制限無し奨学金採用人数

制限無し奨学金採用金額 (千円)

制限無し奨学金期待金額 (千円)

金額充足率 (%)

82      39      26      16

10       3       5       3

6000    2700    3600    1800

7093    3374    2249    1384

84.6    80.0    160.1    1301

163

21

14100

14100

制限無し順位 2 1 34

次期選定対象人数 133672 142
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ここでの期待金額の計算例を示しておく。例えば、

部局 Bにおける制限付き奨学金期待金額と充足率の計

算は

7320 × 」L  =  2196;

翌 里 =1.147541豊 114.8%

であ、り、部局 Bにおける制限無し奨学金期待金額と充

足率の計算は

新たな制限付き奨学金が追加された部局 Dの期待

金額は

= 0.8003272豊 80.0%
3373.62

である。

ここで、制限付き奨学金 (年 1020千円)を 1件新

たに割当る場合、候補部局は部局 A、 B、 Dであるこ

とから、制限付き順位の第 1位である部局 Dがこの割

当を受けることになる。

で、制限付き順位が変動し、次回の制限付き奨学金の

害J当において部局 Aが第 1位になる。上の割当のた

めに、部局 Dにおける制限無し奨学金対象人数が一人

減っていることに注意。

今度は、制限無し奨学金 (年 840千円)の割当が 1

つ必要になったとする。上の表において制限無し順位

の第 1位である部局 Bが割当を受けることになる。

14100 × = 3373.62 豊 3374,

単純人数充足率 (%)     1 28.0  28.0  30.0  40.01 31.5

３９

一
・６３

(7320+1020)

= 8340×

=  2274.545

2+1
×
 10-+1
3

11

‐ 2275

で計算される。よって、そのデータが追加されること

部局A 部局B 部局 C 部局D 合計

私費留学生数

学習奨励費採用人数

全奨学金選定対象人数

100      50      30      20

13       8       4       2

87      42      26      18

200

27

173

新規の制限伺き奨学金 (千円) 1020

制限付き奨学金採用人数

制限付き奨学金採用金額 (千円)

制限付き奨学金期待金額 (千円)

金額充足率 (%)

5303

3600    2520       0    2220

3791    2275       0    2275

95.0   110.8     0.0    97.6

11

8340

8340

制限付き順位 1 23

制限無し奨学金対象人数

制限無し奨学金採用人数

制限無し奨学金採用金額 (千円)

制限無し奨学金期待金額 (千円)

金額充足率 (%)

82      39      26      15

10       3       5       3

6000    2700    3600    1800

7137    3394    2263    1306

84.1     79.5    159.1    137.9

162

21

14100

14100

制限無し順位 2 1 34

次期選定対象人数
０
４2136″

ｒ 141
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部局A 部局B 部局C 部局D 合計

私費留学生数

学習奨励費採用人数

全奨学金選定対象人数

100      50      30      20

13       8        4        2

87      42      26      18

200

27

173

制限付き奨学金採用人数

制限付き奨学金採用金額 (千円)

制限付き奨学金期待金額 (千円)

金額充足率 (%)

5303

3600    2520       0    2220

3791    2275       0    2275

95.0   110.8     0.0     97.6

11

8340

8340

制限付き順位 23

新規の制限無し奨学金 (千円) 840

制限無し奨学金対象人数

制限無し奨学金採用人数

制限無し奨学金採用金額 (千円)

制限無し奨学金期待金額 (千円)

金額充足率 (%)

15

3

3540    3600    1800

3597    2398    1383

98.4   150.1   130.1

２

　

０

　

０

　

２

　

３

８

１

６００

７５６

７９
．

162

22

14940

14940

制限無し順位 1 342

次期選定対象人数 12213572 140

単純人数充足率 (%) 40.030.030.028.0 32.0

新たな制限付き奨学金が追加された部局 Bの期待金

額は

(14100+840)×  162

=  14910 ×
 I石】

=  3596.667 皇 3597

で計算される。部局 Bへの割当により、制限無し順位

も変動し、次回の制限無し奨学金の割当において部局

Aが第 1位になる。

3つの表において、最終行にある単純人数充足率と、

制限付き順位や制限無し順位との比較を行うと、順位

が逆転している部局があることに気づく。人数だけの

充足率では部局の状況があまり反映されていないこと

が分かる。

5 今後の課題

本報告で示した動的割当部局選定基準において、順

位を決定付けるのは金額充足率であるが、理想状態で

はこの金額充足率 (人数充足率ではない !)が全部局

で 100%、 即ち採用金額と期待金額とが一致すること

になる。しかしそれは現実にはありえない。出来るだ

けそれに近い状態になるべく動的に順位が変わり、そ

れに応じて割当部局を決定するというプロセス自体が

重要であり、実際の運用にもそれが期待される。

また、奨学金の採用数が 1でなく同時に多数ある場

合の害1当における指針も今後の課題といえよう。動的

な順位に依存する方法もあるし、別途対応を考えるこ

ともありうる。運用にあたっては、ある程度の方針を

先に決めておく必要があるだろう。

最後に、奨学金の割当におけるデータの蓄積も必要

で、実際に運用した結果を踏まえて動的割当の妥当性

を検証することも忘れてはならないだろう。
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